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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 大量のデータが流布し、回帰モデルやクラスタリング技法の必要性がますます強く認識されている
現在、本論文におけるノイズクラスタリングのアプローチは回帰モデルについての研究を新たな視点
から推し進めており、意義深いものである。本論文で提案された回帰式逐次抽出の方法とそれに基づ
く各技法には新規性が認められ、数値例における効果も明らかである。また、複数の回帰式の間の分
離が良いデータについては、逐次抽出で適切な本数の回帰式が得られることが示されている。これら
のことから、当該分野における方法論的寄与は顕著であると認められる。その一方で、扱われた数値
例は入力変数が一つの比較的簡単なものに留まっている。従って、より複雑な現実のデータに対して
提案技法がどの程度有用であるかについては、より多くの解析例を積み重ねる必要があり、近い将来
の研究課題であろう。  
 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻にお
ける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
